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一　

問
題
の
所
在

　

国
見
歌
と
は
、
高
所
に
登
り
立
ち
、
眼
下
に
広
が
る
国
土
を
見
て
詠
ん

だ
歌
の
こ
と
で
あ
る
。
国
見
は
、
た
と
え
ば
『
毛
詩
』
や
『
楚
辞
』
な
ど

古
く
中
国
の
漢
詩
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

升
彼
虚
矣
、
以
望
楚
矣
〔
彼
の
虚
に
升
り
て
、
以
て
楚
を
望
む
〕

�

（「
定
之
方
中
」、『
毛
詩
』
鄘
風
）

登
大
墳
以
遠
望
兮
、
聊
以
舒
吾
憂
心
〔
大
墳
に
登
り
て
以
て
遠
望
し
、

聊
か
以
て
吾
が
憂
心
を
舒
す
〕�

（「
哀
郢
」、『
楚
辞
』
九
章
）

　

日
本
の
国
見
に
つ
い
て
、
近
代
以
前
の
研
究
で
は
「
高
キ
ニ
登
リ
テ
眺

望
ス
ル
ヲ
云
也
」（『
代
匠
記
（
精
）』）
と
国
見
を
文
字
通
り
の
意
味
に
捉

え
る
他
、仁
徳
天
皇
（
な
お
、即
位
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
本
論
文
で
は
「
仁

徳
」
と
呼
ぶ
）
の
国
見
を
「
国
の
盛
衰
」（『
管
見
』）、「
百
姓
の
貧
富
」（『
攷

證
』）
の
意
と
解
す
る
に
止
ま
っ
た
。
ま
た
、『
古
義
』
は
「
天
皇
の
見
そ

な
は
し
給
ふ
を
主
と
し
て
（
中
略
）
つ
ね
人
も
せ
し
」
と
国
見
を
行
う
主

体
に
二
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
国
見
は
天
皇
が
主
体

と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
代
の
基
本
的
な
態
度
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
代
で
は
、
後
者
の
「
つ
ね
人
」
が
国
見
歌
研
究
の
主
流
と

な
る
。
こ
こ
に
は
古
代
を
「
原プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

始
的
な
も
の
」
と
捉
え
る
態
度
が
透
け
て

見
え
る（

（
（

。
こ
の
方
面
が
次
第
に
主
流
に
な
っ
た
根
本
に
は
、
民
俗
学
的
視

点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
見
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
大
き
く
二
つ
の
理

由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
折
口
信
夫
が
国
見
を
宮
廷
儀
礼
で
は
な
く
、
民
俗
行
事
に
そ

の
起
源
を
持
つ
も
の
と
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
折
口
は
国
見
を
村
落
生
活

の
一
年
を
予
祝
す
る
「
岡
見
」
と
結
び
つ
け
、
全
国
の
村
落
で
行
わ
れ
て

国
見
歌
試
論

─
『
古
事
記
』
四
一
番
歌
謡
・
五
三
番
歌
謡
に
お
け
る
〈
政
治
の
詩
学
〉

─
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い
た
民
俗
行
事
が
宮
廷
に
流
入
し
た
と
説
い
た（

（
（

。

　

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
松
本
雅
明
や
吉
田
義
孝
ら
に
よ
っ
て
、
国
見
が

民
間
の
習
俗
や
農
耕
儀
礼
を
起
源
と
す
る
説
に
対
し
て
批
判
が
行
わ
れ
た（

（
（

。

と
い
う
の
も
、
国
見
は
天
皇
を
主
体
と
し
た
宮
廷
儀
礼
で
あ
る
こ
と
が
漢

詩
と
の
比
較
か
ら
得
ら
れ
た
彼
ら
の
主
張
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
折
口
の
見
方
が
支
持
さ
れ
た
の
は
、
土
橋
寛
の
研
究
の

影
響
が
大
き
い
。
そ
れ
が
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
特
に
土
橋
の
『
古

代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
は
、
国
見
研
究
の
方
向
性
を
大
き
く
決
定
づ
け

た（
（
（

。

　

土
橋
は
、
折
口
の
よ
う
な
観
念
的
な
概
念
か
ら
個
別
の
国
見
に
つ
い
て

解
し
て
い
く
演
繹
的
な
方
法
は
批
判
し
つ
つ
、
地
方
に
残
る
民
俗
行
事
か

ら
帰
納
的
に
国
見
歌
の
起
源
が
民
間
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

そ
し
て
、
記
紀
に
見
ら
れ
る
国
見
歌
を
、
①
国
讃
め
歌
②
山
讃
め
・
宮
讃

め
歌
③
国
見
望
郷
歌
・
国
見
的
恋
歌
の
三
つ
に
分
類
し
、
国
見
歌
の
表
現

そ
れ
自
体
へ
の
分
析
の
道
を
拓
い
た
。

　

土
橋
の
国
見
歌
の
分
類
は
、
さ
ら
に
、
森
朝
男
に
よ
っ
て

千
葉
の　

葛
野
を
見
れ
ば　

百
千
足
る　

家
庭
も
見
ゆ　

国
の
秀
も

見
ゆ�

（
記
四
一
）

お
し
て
る
や　

難
波
の
崎
よ　

出
で
立
ち
て　

我
が
国
見
れ
ば　

淡

島　

淤
能
碁
呂
島　

檳
榔
の
島
も
見
ゆ　

離
つ
島
見
ゆ�

（
記
五
三
）

記
四
一
・
五
三
の
よ
う
な
「
見
え
た
景
物
を
単
純
に
列
挙
」
し
て
い
く
〈
景

物
列
叙
型
〉
と

倭
は　

国
の
ま
ほ
ろ
ば　

た
た
な
づ
く　

青
垣　

山
隠
れ
る　

倭
し

う
る
は
し�

（
記
三
〇
）

隠
国
の　

泊
瀬
の
山
は　

出
で
立
ち
の　

宜
し
き
山　

走
り
出
の　

宜
し
き
山
の　

隠
国
の　

泊
瀬
の
山
は　

あ
や
に
う
ら
妙
し　

あ
や

に
う
ら
妙
し�

（
紀
七
七
）

記
三
〇
・
紀
七
七
の
よ
う
な
「「
…
…
は
」
と
特
定
の
一
対
象
を
初
め
に

掲
げ
、
中
間
部
に
そ
の
対
象
の
属
性
を
述
べ
て
、
最
後
に
そ
れ
を
根
拠
に

対
象
を
讃
美
称
揚
」
す
る
〈
対
象
称
揚
型
〉
と
に
整
理
し
た（

（
（

。
森
に
類
似

す
る
国
見
歌
へ
の
分
析
は
、
川
口
勝
康
に
も
見
ら
れ
、
前
者
を
〈
島
見
・

国
見
の
歌
〉、
後
者
を
〈
山
ぼ
め
・
国
ぼ
め
の
歌
〉
に
類
別
す
る（

（
（

。
森
や

川
口
は
二
つ
に
分
け
た
国
見
歌
の
止
揚
と
し
て

大
和
に
は　

群
山
あ
り
と　

と
り
よ
ろ
ふ　

天
の
香
具
山　

登
り
立

ち　

国
見
を
す
れ
ば　

国
原
は　

煙
立
ち
立
つ　

海
原
は　

か
ま
め

立
ち
立
つ　

う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
島　

大
和
の
国
は

�

（
1
・
二
）

舒
明
天
皇
の
国
見
歌
を
挙
げ
、
両
者
の
到
達
点
と
し
て
国
見
歌
を
発
展
史

的
に
描
き
出
す
。
こ
の
よ
う
に
国
見
歌
の
研
究
史
は
、
土
橋
の
研
究
を
分

岐
点
に
個
々
の
表
現
性
が
注
目
さ
れ
、『
古
事
記
』
の
文
脈
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、
森
が
〈
景
物
列
叙
型
〉
と

し
て
掲
げ
る
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
国
見
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
応
神
天
皇
（
以
下
「
応
神
」）
や
仁
徳
、
そ
し
て
『
萬
葉
集
』

の
二
番
歌
に
も
引
き
継
が
れ
、
こ
の
型
の
表
現
は
、
天
皇
の
資
格
性
を
表

わ
す
表
現
と
見
ら
れ
て
い
る（

（
（

。し
か
し
、そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、こ
の「
…
…
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見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
歌
は
、
ど
の
天
皇
の
御
代
で
も
歌
わ
れ
て
よ
い

は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
は
応
神
・
仁
徳
の
御
代
に
し
か
現
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
代
以
降
の
研
究
は
国
見
歌
の
起
源
を
民
間
行
事
に
遡
及
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
文
脈
と
の
関
係
を
見
逃
し
て
き
た
。
本
稿
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
の
文
脈
か
ら
離
れ
て
歌
謡
を
解
す
る
立

場
に
は
与
せ
ず
、『
古
事
記
』
内
部
の
論
理
に
即
し
て
当
該
二
首
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
注
釈
が
試
み
て
い
る
よ
う
な
歌
の
前
後
の

文
脈
だ
け
に
着
目
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
も
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

二
首
の
作
者
と
さ
れ
る
応
神
と
仁
徳
は
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
中
巻
と

下
巻
と
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
問
題
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
応
神
・
仁
徳
記
だ
け
で
な
く
、
応
神
の
誕
生
を
物
語
る
、

い
わ
ば
「
応
神
前
史
」
と
称
さ
れ
る
仲
哀
記
ま
で
踏
ま
え
る
、大
き
な
『
古

事
記
』
の
文
脈
や
論
理
に
即
し
て
、
記
四
一
・
五
三
に
見
ら
れ
る
「
…
…

見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
思
わ
れ
る
。

二　

仲
哀
記
と
天
照
大
御
神

　

仲
哀
記
は
、
息
長
帯
日
売
命
（
以
下
「
神
功
皇
后
」）
の
新
羅
征
討
と

応
神
の
誕
生
か
ら
そ
の
即
位
の
い
き
さ
つ
ま
で
を
物
語
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
仲
哀
記
全
体
の
内
容
を
列
挙
す
る
と
次
の
七
つ
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
1
）
仲
哀
の
后
妃
と
御
子
の
系
譜

（
2
）
仲
哀
の
崩
御
と
神
託

（
3
）
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討

（
4
）
鎮
懐
石
と
釣
魚

（
5
）
香
坂
王
・
忍
熊
王
の
反
乱

（
6
）
気
比
大
神
の
易
名

（
7
）
酒
楽
の
歌

　

記
四
一
・
五
三
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、（
2
）
仲
哀
の
崩
御
と
神
託

の
記
事
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。（
2
）
の
記
事
の
全
文
は
左
記
の
通
り

で
あ
る
。

其⑴

の
大
后
息
長
帯
日
売
命
は
、
当
時
、
神
を
帰
せ
た
ま
ひ
き
。
故
、

天
皇
、
筑
紫
之
訶
志
比
宮
に
坐
し
て
、
熊
曽
国
を
撃
た
む
と
し
た
ま

ふ
時
に
、
天
皇
、
御
琴
を
控
き
て
、
建
内
宿
禰
大
臣
、
沙
庭
に
居
て
、

神
の
命
を
請
ひ
た
ま
ふ
。
是⑵

に
、
大
后
の
帰
せ
た
ま
ふ
神
、
言
教
へ

覚
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、「
西
の
方
に
国
有
り
。
金
銀
を
本
と
し
て
、

目
の
炎
耀
く
種
々
の
珍
し
き
宝
、
多
く
其
の
国
に
在
り
。
吾
、
今
其

の
国
を
帰
せ
賜
は
む
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
爾⑶

く
し
て
、
天
皇
答
へ
て

白
さ
く
、「
高ａ

き
地
に
登
り
て
西
の
方
を
見
れ
ば
、
国
土
見
え
ず
し
て
、

唯
大
海
の
み
有
り
」
と
ま
を
し
て
、
詐
を
す
る
神
な
り
と
謂
ひ
て
、

御
琴
を
押
し
退
け
、
控
か
ず
し
て
默
し
坐
す
。
爾⑷

く
し
て
、
其
の
神
、

大ｂ

き
に
忿
り
て
詔
り
た
ま
は
く
、「
凡ｃ

そ
茲
の
天
下
は
、
汝
が
知
る

べ
き
国
に
非
ず
。
汝
は
一
道
に
向
へ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
是
に
、
建

内
宿
禰
大
臣
白
さ
く
、「
恐
し
。
我
が
天
皇
、
猶
、
其
の
大
御
琴
を

あ
そ
ば
せ
」
と
ま
を
す
。
爾
く
し
て
、
稍
く
其
の
御
琴
を
取
り
依
せ
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て
、
な
ま
な
ま
に
控
き
坐
す
。
故
、
未
だ
幾
久
に
も
あ
ら
ず
し
て
、

御
琴
の
音
聞
え
ず
。
即
ち
、
火
を
挙
げ
て
見
れ
ば
、
既
に
崩ｄ

り
訖
り

ぬ
。
爾⑸

く
し
て
、
驚
き
懼
ぢ
て
殯
宮
に
坐
せ
、
更
に
国ｅ

の
大
ぬ
さ
を

取
り
て
、
種
々
に
生
剝
・
逆
剝
・
畔
離
・
溝
埋
・
屎
戸
・
上
通
下
通

婚
・
馬
婚
・
牛
婚
・
鶏
婚
・
犬
婚
の
罪
の
類
を
求
め
、
国ｆ

の
大
祓
を

し
て
、
亦⑹

、
建
内
宿
禰
、
沙
庭
に
居
て
、
神
の
命
を
請
ふ
。
是
に
、

教
へ
覚
し
た
ま
ふ
状
、
具
に
先
の
日
の
如
く
し
て
、「
凡ｇ

そ
此
の
国
は
、

汝
が
命
の
御
腹
に
坐
す
御
子
の
知
ら
す
国
ぞ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
爾

く
し
て
、
建
内
宿
禰
白
さ
く
、「
恐
し
。
我
が
大
神
、
其
の
神
の
腹

に
坐
す
御
子
は
何
れ
の
子
か
」
と
ま
を
す
に
、
答
へ
て
詔
り
た
ま
は

く
、「
男
子
な
り
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
爾⑺

く
し
て
、
具
に
請
は
く
、

「
今ｈ

、如
此
く
言
教
へ
た
ま
ふ
大
神
は
、其
の
御
名
を
知
ら
む
と
欲
ふ
」

と
こ
ふ
に
、
即
ち
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、「
是ｉ

は
天
照
大
神
の
御

心
ぞ
。
亦
、
底
筒
男
・
中
筒
男
・
上
筒
男
の
三
柱
の
大
神
ぞ
。〈
此

の
時
に
、
其
の
三
柱
の
大
神
の
御
名
は
顕
れ
き
〉。
今⑻

、
寔
に
其
の

国
を
求
め
む
と
思
は
ば
、
天
神
・
地
祇
、
亦
、
山
の
神
と
河
海
の
諸

神
と
に
悉
く
幣
帛
を
奉
り
、
我
が
御
魂
を
船
の
上
に
坐
せ
て
、
真
木

の
灰
を
瓠
に
納
れ
、
亦
、
箸
と
ひ
ら
で
と
を
多
く
作
り
、
皆
皆
大
海

に
散
し
浮
け
て
、
度
る
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ふ
。

　

さ
ら
に
右
の
（
2
）
の
展
開
を
簡
略
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
物
語
の
前
提		



（「
其
の
大
后
」
～
「
請
ひ
た
ま
ふ
」）

⑵
西
方
の
神
託		



（「
是
に
、」
～
「
と
の
り
た
ま
ふ
」）

⑶
託
宣
の
懐
疑		



（「
爾
く
し
て
、天
皇
」
～
「
默
し
坐
す
」）

⑷
神
の
怒
り
と
仲
哀
の
死	

（「
爾
く
し
て
」
～
「
崩
り
訖
り
ぬ
」）

⑸
国
の
大
祓		



（「
爾
く
し
て
」
～
「
大
祓
を
し
て
」）

⑹
応
神
治
天
の
神
託	

（「
亦
、
建
内
」
～
「
と
の
り
た
ま
ふ
」）

⑺
神
名
顕
し		



（「
爾
く
し
て
」
～
「
三
柱
の
大
神
ぞ
」）

⑻
祭
祀
と
渡
航
の
方
法	

（「
今
、
寔
に
」
～
「
と
の
り
た
ま
ふ
」）

　

仲
哀
記
は
、
熊
曽
を
討
と
う
し
て
建
内
宿
禰
が
神
に
お
告
げ
を
請
い
、

神
功
皇
后
が
神
を
依
り
憑
か
せ
る
譚
か
ら
始
ま
る
（「
⑴
物
語
の
前
提
」）。

そ
し
て
神
を
依
り
憑
か
せ
た
神
功
皇
后
の
口
か
ら
、
金
銀
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
宝
が
西
方
の
国
に
あ
り
、
そ
の
国
を
帰
服
さ
せ
よ
う
、
と
い
う

神
託
が
発
せ
ら
れ
る
（「
⑵
西
方
の
神
託
」）。
し
か
し
、
仲
哀
天
皇
（
以

下
「
仲
哀
」）
は
高
所
に
登
っ
て
み
て
も
、
西
方
に
国
を
見
る
こ
と
は
で

き
ず
、
偽
り
を
言
う
神
だ
と
断
じ
て
し
ま
う
（「
⑶
託
宣
の
懐
疑
」）。
そ

の
結
果
、
仲
哀
は
神
の
怒
り
を
買
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
切
れ
て
し
ま
う

（「
⑷
神
の
怒
り
と
仲
哀
の
死
」）。『
日
本
書
紀
』
に
は
⑷
と
同
趣
の
記
事

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

時
に
神
、
亦
皇
后
託
り
て
曰
は
く
、「
天
つ
水
影
如
す
押
し
伏
せ
て

我
が
見
る
国
を
、
何
ぞ
国
無
し
と
謂
ひ
て
、
我
が
言
を
誹
謗
り
た
ま

ふ
。
其
れ
汝
王
の
如
此
言
ひ
て
遂
に
信
け
た
ま
は
ず
は
、
汝
、
其
の

国
を
得
た
ま
は
じ
。
唯
今
し
、
皇
后
始
め
て
有
胎
み
ま
せ
り
。
其
の

子
獲
た
ま
ふ
こ
と
有
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。

�

（
仲
哀
天
皇
八
年
九
月
条
）

是
に
神
、
天
皇
に
謂
り
て
曰
は
く
、「
汝
王
、
如
是
信
け
た
ま
は
ず
は
、

必
ず
其
の
国
を
得
た
ま
は
じ
。
唯
、
今
し
皇
后
の
懐
姙
ま
せ
る
子
、
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蓋
し
獲
た
ま
ふ
こ
と
有
ら
む
か
」
と
の
た
ま
ふ
。

�

（
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
一
云
）

　

仲
哀
記
の
⑷
と
右
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
比
べ
る
と
、『
古
事
記
』

に
は
、「
大
き
に
忿
り
」（
傍
線
ｂ
）
や
「
茲
の
天
下
は
、
汝
が
知
る
べ
き

国
に
非
ず
。
汝
は
一
道
に
向
へ
」（
傍
線
ｃ
）

─
と
り
わ
け
「
汝
は
一

道
に
向
へ
」
と
い
う
強
い
表
現

─
の
よ
う
な
感
情
を
露
わ
に
す
る
神
の

怒
り
の
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
『
日
本
書
紀
』
に
は
そ
う
し
た
神
の

怒
り
の
描
写
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
『
古
事
記
』
に
見
え
る
怒
り
の
独
自
性
を
、
壬
生
幸
子
は
「
忿
」

の
表
記
に
注
目
し
、
同
様
の
表
記
が
用
い
ら
れ
た
三
貴
子
の
分
治
と
の
構

造
的
な
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
構
造
と
は
、
国
の
領
有

に
際
し
て
、
神
の
言
に
従
わ
な
か
っ
た
対
象
が
物
語
か
ら
排
さ
れ
る
と
い

う
構
造
を
指
す
。
ま
た
、
類
似
性
と
は
、
三
貴
子
の
分
治
に
お
い
て
伊
耶

那
岐
命
の
怒
り
に
よ
り
湏
佐
之
男
命
が
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
、
仲
哀
記
で

は
、
天
照
大
御
神
の
怒
り
に
よ
っ
て
、
仲
哀
が
崩
御
す
る
こ
と
と
の
近
さ

を
指
し
て
い
る
。
仲
哀
記
に
見
え
る
神
の
怒
り
に
は
、
三
貴
子
の
分
治
に

お
け
る
伊
耶
那
岐
命
の
怒
り
と
の
相
似
性
が
あ
る
と
説
く（

（
（

。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
の
怒
り
の
描
写
は
、
上
巻
と
の
相
関
関
係
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
神
意

が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』

に
比
べ
て
、
そ
の
神
意
性
を
意
識
的
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
の
怒
り
の
描
写
は
、最
終
的
に
「
崩
り
訖
り
ぬ
」（
傍
線
ｄ
）

と
い
う
仲
哀
の
死
に
結
び
つ
く
と
同
時
に
、「
凡
そ
此
の
国
は
、
汝
が
命

の
御
腹
に
坐
す
御
子
の
知
ら
す
国
ぞ
」（
傍
線
ｇ
）
と
い
う
託
宣
に
よ
っ
て
、

神
功
皇
后
の
胎
内
に
い
る
御
子
（
応
神
）
へ
の
皇
位
移
行
の
問
題
に
直
結

す
る
。『
古
事
記
』
で
は
、
神
託
が
新
羅
征
討
に
止
ま
ら
ず
、
仲
哀
の
死

と
応
神
の
治
天
下
が
一
組
と
な
っ
た
形
で
語
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（
（

。
対
し
て
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
仲
哀
の
死
も
「
神
の
言
を
用
ゐ
た
ま
は
ず
し
て
早

に
崩
り
ま
し
ぬ
」（
仲
哀
天
皇
九
年
二
月
条
）、「
天
皇
の
神
の
教
へ
に
従

は
ず
し
て
早
く
崩
り
ま
し
し
」（
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
）
と
神
意
の
可
能

性
を
含
ま
せ
て
い
る
も
の
の
、
神
託
が
新
羅
獲
得
の
問
題
に
の
み
焦
点
化

し
た
り
、端
的
な
神
の
怒
り
の
描
写
が
な
か
っ
た
り
す
る
点
は
、『
古
事
記
』

の
神
託
と
は
大
き
な
落
差
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
神
意
の
絶
対
性
を
上
巻
や
天
照
大
御
神
を
用
い
て
滲
ま
せ

て
い
る
の
は
、
⑸
国
の
大
祓
も
同
様
で
あ
る
。『
記
伝
』
以
来
多
く
の
諸

注
釈
が
、
⑸
の
「
生
剥
」
以
下
の
罪
を
祝
詞
の
祓
詞
と
関
連
づ
け
て
解
釈

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
谷
口
雅
博
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
見
え

る
罪
は
、
天
石
屋
戸
神
話
に
お
け
る
湏
佐
之
男
命
の
暴
虐
と
の
関
連
性
を

見
て
取
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
湏
佐
之
男
命
は
、
天
照
大
御
神
が
天
石
屋

戸
か
ら
再
度
登
場
す
る
と

是
に
、
八
百
万
神
共
に
議
り
て
、
速
湏
佐
之
男
命
に
千
位
置
戸
を
負

せ
て
、
亦
、
鬚
と
手
足
の
爪
と
を
切
り
、
祓
へ
し
め
て
、
神
や
ら
ひ

や
ら
ひ
き
。�

（
上
巻
）

の
よ
う
に
罪
を
祓
わ
れ
る
が
、右
の
幣
帛
（
傍
線
）
は
、仲
哀
記
⑸
の
「
国

の
大
ぬ
さ
」（
傍
線
ｅ
）
に
、
右
の
「
祓
へ
」（
二
重
傍
線
）
は
、
仲
哀
記

⑸
の
「
国
の
大
祓
」（
傍
線
ｆ
）
に
相
当
す
る
形
で
、
⑸
国
の
大
祓
に
は

天
石
屋
戸
神
話
の
罪
と
祓
の
反
復
が
認
め
ら
れ
る（

（1
（

。
谷
口
に
よ
れ
ば
、
こ
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う
し
た
仲
哀
記
⑸
に
お
い
て
天
石
屋
戸
神
話
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
り
、
天
石
屋
か
ら
再
度
登
場
す
る
天
照
大
御
神
が
、

天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国

は
、
我
が
御
子
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
の
知
ら
す
国
な
り
」

と
言
因
せ
賜
ひ
て
［
…
］�

（
上
巻
）

と
天
孫
降
臨
の
司
令
神
と
し
て
詔
を
発
す
る
の
と
同
様
、
仲
哀
記
で
も
⑵

で
最
初
に
登
場
し
た
神
が
⑹
で
再
度
現
れ
た
時
、「
凡
そ
此
の
国
は
、
汝

が
命
の
御
腹
に
坐
す
御
子
の
知
ら
す
国
ぞ
」（
傍
線
ｇ
）
と
発
せ
ら
れ
、

そ
の
応
神
治
天
下
の
詔
に
は
、
神
聖
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。
筆

者
は
、
天
石
屋
戸
神
話
を
打
ち
返
す
こ
と
で
、
応
神
治
天
下
が
神
意
の
絶

対
性
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
示
し
て
い

る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
応
神
は
そ
の
誕
生
以
前
か
ら
天
照
大
御
神
の
神
意
と
共

に
描
か
れ
る
。
応
神
へ
の
破
格
の
待
遇
は
、
仲
哀
記
冒
頭
の
み
な
ら
ず
、

応
神
と
（
6
）
気
比
大
神
の
易
名
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

太
子
（
応
神
）
を
討
と
う
と
し
た
反
逆
者
た
ち
を
倒
し
、
そ
の
後
、
建

内
宿
禰
に
連
れ
ら
れ
、
太
子
が
禊
を
し
よ
う
と
し
て
角
鹿
に
滞
在
し
て
い

た
こ
と
が
冒
頭
で
記
さ
れ
て
い
る
。
左
記
が
そ
の
冒
頭
部
で
あ
る
。

故
、
建
内
宿
禰
命
、
其
の
太
子
を
率
て
、
禊
せ
む
と
し
て
、
淡
海
と

若
狭
と
の
国
を
経
歴
る
時
に
、
高
志
前
之
角
鹿
に
仮
宮
を
造
り
て
坐

す
。�

（
中
・
仲
哀
）

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
「
禊
」（
太
線
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
問
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
諸
家
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
太
子
が
禊
を

行
な
う
理
由
で
は
な
く
、
大
脇
由
紀
子
が
指
摘
し
た
、
当
該
所
伝
と
伊
耶

那
岐
命
の
禊
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
大
脇
は
、こ
の
「
禊
」
の
所
伝
が
『
古

事
記
』
独
自
の
も
の
で
あ
り
、「
禊
」
の
字
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
例
が

当
該
記
事
と
伊
耶
那
岐
命
の
「
禊
」
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
伊
耶
那
岐
命
の
「
禊
」
が
最
終
的
に
「
世
界
の
偉
大
な
る
統

治
者
」
で
あ
る
天
照
大
御
神
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
太
子
の

「
禊
」
に
も
、
そ
う
し
た
偉
大
な
存
在
を
誕
生
さ
せ
る
と
い
う
『
古
事
記
』

編
纂
者
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
こ
の
「
禊
」
に
つ
い
て
は
、

藤
澤
友
祥
の
「
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
天
神

御
子
た
る
天
皇
の
正
統
性
と
絶
対
性
を
再
確
認
す
る
意
図
」
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
指
摘（

（1
（

も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
仲
哀
記
に
は
そ
の
冒
頭
か
ら
末
部
に
至
る
ま
で
、
天

照
大
御
神
の
神
意
が
物
語
を
貫
徹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　
「
御
心
」
の
疑
義
と
天
皇
資
格
の
移
行

　

仲
哀
記
に
お
け
る
応
神
を
め
ぐ
る
物
語
に
は
、
天
照
大
御
神
と
の
関
係

が
窺
え
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
照
大
御
神
と
の
関
わ
り
は
、
前
節
で
概

観
し
た
以
外
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
仲
哀
記
の
⑶
託
宣
の
懐
疑
で
あ

る
。

爾
く
し
て
、
天
皇
答
へ
て
白
さ
く
、「
高a

き
地
に
登
り
て
西
の
方
を

見
れ
ば
、
国
土
見
え
ず
し
て
、
唯
大
海
の
み
有
り
」
と
ま
を
し
て
、

詐
を
す
る
神
な
り
と
謂
ひ
て
、
御
琴
を
押
し
退
け
、
控
か
ず
し
て
默

し
坐
す
。
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神
の
託
宣
に
対
す
る
仲
哀
の
言
葉
を
「
高
き
地
に
登
り
て
西
の
方
を
見

れ
ば
、
国
土
は
見
え
ず
し
て
、
唯
に
大
海
の
み
有
り
」（
傍
線
ａ
）
と
訓

ん
だ
が
、
訓
読
に
際
し
て
、
諸
注
小
異
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
は
、
い

ず
れ
も
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
を
外
さ
な
い
形
で
訓
ま
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
訓
読
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
通
り
、

「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
に
類
似
し
た
国
見
歌
の
型
を
持
つ
。
無
論
、

こ
の
仲
哀
の
言
葉
は
歌
で
は
な
い
。
し
か
し
「
高
き
地
に
登0

り
て
西
の
方

を
見0

れ
ば
」
は
、「
是
に
、
天
皇
、
高
き
山
に
登0

り
て
、
四
方
の
国
を
見0

て
」

（
仁
徳
記
）、「
爾
く
し
て
、
山
の
上
に
登0

り
て
国
内
を
望0

め
ば
」（
雄
略
記
）

の
よ
う
に
、
国
見
と
い
う
行
為
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
試
み
に
、
仲

哀
記
⑶
と
近
似
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
と
比
較
す
る
と
『
古
事
記
』

と
は
異
な
る
言
葉
が
神
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

天
皇
、
神
の
言
を
聞
し
め
し
て
、
疑
の
情
有
し
ま
す
。
便
ち
高
き
岳

に
登
り
、
遥
に
望
み
た
ま
ふ
に
、
大
海
曠
く
遠
く
し
て
、
国
も
見
え

ず
。
是
に
天
皇
、
神
に
対
へ
ま
つ
り
て
曰
は
く
、「
朕
、
周
望
す
に
、

海
の
み
有
り
て
国
無
し
。
豈
大
虚
に
国
有
ら
む
や
。
誰
神
ぞ
徒
に
朕

を
誘
る
。
復
我
が
皇
祖
諸
天
皇
等
、
尽
に
神
祇
を
祭
り
た
ま
ふ
。
豈

遺
れ
る
神
有
さ
む
や
」
と
の
た
ま
ふ
。�

（
仲
哀
天
皇
八
年
九
月
条
）

是
に
、
吾
瓮
海
人
烏
摩
呂
を
し
て
、
西
海
に
出
で
て
国
有
り
や
と
察

し
め
た
ま
ふ
。
還
り
て
曰
さ
く
、「
国
見
え
ず
」
と
ま
を
す
。

�

（
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
）

　

た
と
え
ば
前
者
の
仲
哀
紀
に
は
、「
高
き
岳
に
登0

り
、遥
に
望0

み
た
ま
ふ
」

と
国
見
を
し
て
国
が
見
え
な
い
こ
と
を
神
に
「
朕
、
周
望
す
に
、
海
の
み

有
り
て
国
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
国
見
と
い
う
行
為
は
共
通
し
て
い
る

が
、『
古
事
記
』
に
み
ら
れ
る
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と
い
う
国

見
歌
の
定
型
（「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」）
を
想
起
さ
せ
る
表
現
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
の
前
文
、「
遥
に
望
み
た
ま
ふ
に
、
大

海
曠
く
遠
く
し
て
、
国
も
見
え
ず
」
を
仲
哀
記
の
神
へ
の
言
葉
に
相
当
す

る
と
見
て
も
「
国
も
見
え
ず
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
こ
も
ま
た
国
見
歌
を

意
識
し
た
言
葉
と
ま
で
は
言
え
ま
い
。

　

ま
た
、
後
者
の
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
に
も
西
方
の
新
羅
を
望
む
時
、「
国

見
え
ず
」
と
あ
る
だ
け
で
、
か
つ
西
方
は
神
功
皇
后
が
自
ら
見
た
わ
け
で

は
な
く
、
吾
瓮
海
人
烏
摩
呂
と
い
う
海
人
に
見
に
行
か
せ
た
点
に
お
い
て

も
『
古
事
記
』
と
は
大
き
く
異
な
る
。
つ
ま
り
、
仲
哀
記
⑶
に
相
当
す
る

『
日
本
書
紀
』
の
物
語
に
は
、『
古
事
記
』
に
み
ら
れ
る
「
…
…
見
れ
ば

…
…
見
え
ず
」
と
い
う
国
見
歌
の
定
型
（「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」）
を

想
起
さ
せ
る
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
は

ひ
と
ま
ず
『
古
事
記
』
独
自
の
表
現
で
あ
る
と
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
独
自
性
は
、
ど
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
の
中
で
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
『
古

事
記
』
編
纂
者
が
、
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
施
し
た
の
か
を
問
う

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
の
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
仲
哀

が
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と
応
え
た
の
は
、
誰
に
対
し
て

0

0

0

0

0

で
あ
っ

た
の
か
で
あ
る
。

　

仲
哀
記
⑺
神
名
顕
し
の
場
面
で
は
、
建
内
宿
禰
が
「
今
、
如
此
く
言
教
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へ
た
ま
ふ
大
神
は
、
其
の
御
名
を
知
ら
む
と
欲
ふ
」（
傍
線
ｈ
）
と
託
宣

の
神
の
名
を
問
う
と
「
是
は
天
照
大
御
神
の
御
心
ぞ
。
亦
、
底
筒
男
・
中

筒
男
・
上
筒
男
の
三
柱
の
大
神
ぞ
。〈
此
の
時
に
、
其
の
三
柱
の
大
神
の

御
名
は
顕
れ
き
〉」（
傍
線
ｉ
）
と
答
え
る
。『
新
講
』
は
「
此
の
中
古
事
記

に
見
え
て
居
る
の
は
、
天
照
大
御
神
と
住
吉
三
神
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て

以
降
、
多
く
注
釈
書
が
天
照
大
御
神
と
住
吉
三
神
が
顕
れ
た
と
解
釈
す
る
。

　

し
か
し
、『
記
伝
』
が
「
此
度
の
事
、
専
此
三
柱
神
の
行
ひ
賜
ふ
基
本
は
、

天
照
大
御
神
の
御
心
に
て
、
其
大
御
命
を
、
此
三
柱
神
の
奉
承
給
ひ
て
、

執
行
給
ふ
よ
し
を
、
詔
ふ
謂
に
や
」
と
注
す
通
り
、
実
体
と
し
て
は
、
住

吉
三
神
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
解
釈
は
留
保
付
き
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
三
柱
の
神
は
自
律
的
に
顕
現
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
天
照
大
御
神
の
「
御
心
」
と
い
う
神
意
に
よ
っ
て
顕
れ
た
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

　

そ
の
「
御
心
」
に
は
、「
凡
そ
此
の
国
は
、
汝
が
命
の
御
腹
に
坐
す
御

子
の
知
ら
す
国
ぞ
」（
傍
線
ｇ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
神
功
皇
后
の
胎
内
に

い
る
応
神
へ
の
天
皇
資
格
の
保
証
で
あ
る
と
同
時
に
、「
天
照
大
御
神
が

天
皇
の
世
界
を
保
証
」（『
新
編
全
集
』）
し
て
い
る
と
い
う
意
も
含
ま
れ

て
い
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と
神
の
神
託
に

懐
疑
の
目
を
向
け
て
仲
哀
が
事
切
れ
る
の
も
、
神
、
そ
し
て
天
照
大
御
神

が
保
証
す
る
世
界
へ
の
疑
義
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

こ
の
仲
哀
の
不
見
に
つ
い
て
、
立
花
や
内
田
は
、「
見
る
」
こ
と
に
天

皇
の
資
格
性
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
っ
た（

（1
（

が
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」

と
口
に
す
る
の
は
、
単
に
天
皇
の
資
格
性
と
い
う
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
の
資
格
性
は
天
照
大
御
神
の
保
証
を
表
現
に
滲
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
表
現
は
、
天
照
大
御
神

の
「
御
心
」
に
よ
っ
て
こ
の
世
界
を
保
証
す
る
と
い
う
極
め
て
政
治
的
な

表
現
な
の
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
歌
わ

れ
る
、
記
四
一
・
五
三
も
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と
の
連
続

性
の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

思
え
ば
、
応
神
は
、
仲
哀
と
神
功
皇
后
の
子
で
あ
る
が
、
仲
哀
の
系
譜

は
、
倭
健
命
の
系
譜
で
あ
り
、
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
っ

た
。
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
系
譜
と
は
、
景
行
天
皇
（
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ

ワ
ケ
）
成
務
天
皇
（
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
）
仲
哀
天
皇
（
タ
ラ
シ
ナ
カ
ツ
ヒ

コ
）
と
い
う
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
和
風
諡
号
に
蔵
さ
れ
て
い
る
三
代
の
歴

史
の
謂
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
系
譜
は
、
天
照
大
御
神
を
皇
祖
神

と
す
る
歴
史
で
も
あ
っ
た（

（1
（

。
た
と
え
ば
、
景
行
記
に
記
さ
れ
る
倭
健
命
の

東
征
は
、
伊
勢
神
宮
の
斎
宮
で
あ
っ
た
倭
比
売
命
か
ら
渡
さ
れ
た
天
照
大

御
神
の
加
護
が
付
与
さ
れ
た
草
な
ぎ
の
剣
を
以
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
し

て
描
か
れ
、
仲
哀
記
の
神
功
皇
后
に
よ
る
新
羅
征
討
も
ま
た
、
天
照
大
御

神
の
「
御
心
」
に
よ
る
神
託
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
系
譜
、
す
な
わ
ち
天
照
大
御
神
に
保
証
さ
れ

る
歴
史
の
系
譜
は
、
最
終
的
に
神
か
ら
見
放
さ
れ
る
系
譜
で
も
あ
る
。
倭

健
命
は
伊
吹
山
の
神
を
神
の
使
者
と
見
誤
り
、
そ
の
毒
気
に
よ
っ
て
後
の

死
に
関
わ
る
傷
を
負
い
、
仲
哀
は
神
の
神
託
を
信
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
崩
御
す
る
と
い
う
記
述
は
、
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
物
語
る
。

　

タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
系
譜
は
、
天
照
大
御
神
と
の
紐
帯
を
示
し
な
が
ら
も
、
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最
終
的
に
は
、
神
と
の
紐
帯
が
断
た
れ
る
こ
と
が
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
た
、

謂
わ
ば
、「
切
断
」
さ
れ
る
歴
史
で
あ
る
。「
不
見
」
に
よ
る
「
切
断
」
の

反
復
は
、
再
度
神
と
の
「
接
続
」
が
果
た
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
つ
な
が
り

は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
る（

（1
（

。
始
祖
的
性
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
応
神
は
、

「
切
断
」
と
「
接
続
」
の
上
に
屹
立
す
る
の
で
あ
る
。

四　

記
四
一
・
五
三
の
解
釈

　

こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
応
神
が
宇
遅
野
に
立
っ
て
、
葛
野
を
望

ん
で
歌
っ
た
の
が
記
四
一
で
あ
り
、
天
皇
と
し
て
歩
み
出
し
た
最
初
の
歌

で
あ
る
。

一
時
、
天
皇
、
近
淡
海
国
に
越
え
幸
し
し
時
に
、
宇
遅
野
の
上
に
御

立
し
て
、
葛
野
を
望
み
て
、
歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

千
葉
の　

葛
野
を
見
れ
ば　

百
千
足
る　

家
庭
も
見
ゆ　

国
の

秀
も
見
ゆ�

（
記
四
一
）

　

冒
頭
の
「
千
葉
の
」
は
、
葉
が
多
く
茂
る
こ
と
か
ら
「
葛
」
を
導
く
枕

詞
で
あ
っ
て
、「
鳥
羽
の
古
名
」（『
言
別
』）
な
ど
と
い
っ
た
実
地
に
即
し

て
考
え
る
の
は
不
当
で
あ
る
。「
千
葉
」に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た「
葛
野
」、

そ
の
「
葛
野
」
に
見
え
た
景
だ
け
を
言
祝
ぐ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
景
は
「
神
話
的
幻
視（

（1
（

」
で
あ
る
こ
と
に
意
味
を
持
つ
。
葉
が
多

く
繁
れ
る
「
千
葉
」
の
如
く
「
葛
野
」
が
満
ち
足
り
て
い
る
状
態
で
あ
る

と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
百
千
足
る
」
は
、
天
語
歌
の
「
百
足
る　

槻
が
枝
は
」（
記
九
九
）
と

同
様
、
数
が
十
分
に
満
ち
足
り
て
い
る
状
態
を
指
す
。
こ
の
充
足
感
は
、

村
里
や
国
の
秀
れ
た
地
を
意
味
す
る
「
家
庭
」
や
「
国
の
秀
」
に
も
表
れ

て
い
る
。

　
「
家
庭
」
や
「
国
の
秀
」
は
、
国
見
が
国
讃
め
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、

土
橋
『
全
注
釈
』
や
『
集
成
』
な
ど
の
諸
注
釈
が
、
歴
史
的
事
実
と
し
て

葛
野
に
居
住
し
て
い
た
秦
氏
や
丸
邇
氏
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
称
揚
と
説

く
。
実
際
の
歴
史
の
問
題
は
別
と
し
て
、『
古
事
記
』
の
叙
述
に
沿
う
な

ら
ば
、
こ
の
見
方
に
は
従
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
景
は
、
あ
る
固
有
名
に
向

け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
自
ら
の
世
界
の
繁
栄
」（『
新
編
全
集
』）
を

言
祝
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と

仲
哀
で
一
時
宙
吊
り
に
さ
れ
た
天
皇
の
資
格
、
あ
る
い
は
こ
の
世
界
の
保

証
を
、
応
神
が
天
皇
と
し
て
歩
み
出
し
た
最
初
の
歌
で
あ
る
記
四
一
の

「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、
こ
の
世
界
が
保
証

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は

ま
た
同
時
に
、
応
神
が
天
皇
と
し
て
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
よ
り
一

層
強
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
天
皇
が
支
配
す
る
世
界
は
未
だ
完
全
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
遠
く
の
島
々
を
見
晴
る
か
す
よ
う
な
記
五
三
に
比
し
て
、
記
四
一
の

見
え
る
景
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
景
と
支
配

範
囲
の
照
応
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
つ
ま
り
、
記
四
一
の
景
は
、『
古
事
記
』

の
叙
述
に
お
け
る
支
配
範
囲
─
─
こ
こ
で
は
、
百
済
や
新
羅
を
も
含
ん
だ

王
化
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
景
で
は
な
く
、
国
内
支
配
の
達
成
と
い
う
文
脈

を
受
け
た
景
と
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
前
段
仲
哀
記
に
お
け
る

新
羅
征
討
は
、
神
野
志
隆
光
が
説
く
よ
う
に
、
百
済
・
新
羅
の
服
属
と
朝



─ 122 ─

貢
を
語
る
起
源
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
質
的
な
達
成
は
、

記
四
一
の
後
に
語
ら
れ
る
新
羅
人
の
渡
来
や
百
済
か
ら
の『
論
語
』や『
千

字
文
』
な
ど
の
渡
来
を
語
る
物
語
に
お
い
て
で
あ
る（

（1
（

。

　

そ
の
こ
と
は
、
次
の
記
五
三
の
「
淡
島
」
以
下
の
景
か
ら
も
確
か
め
ら

れ
る
。是

に
、天
皇
、其
の
黒
日
売
に
恋
ひ
て
、大
后
を
欺
き
て
曰
は
く
、「
淡

道
島
を
見
む
と
欲
ふ
」
と
い
ひ
て
、
幸
行
す
時
に
、
淡
道
島
に
坐
し

て
、
遥
か
に
望
み
て
歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰
は
く
、

お
し
て
る
や　

難
波
の
崎
よ　

出
で
立
ち
て　

我
が
国
見
れ
ば　

淡
島　

淤
能
碁
呂
島　

檳
榔
の
島
も
見
ゆ　

離
つ
島
見
ゆ

�

（
記
五
三
）

　
「
淡
島
」「
淤
能
碁
呂
島
」
は
、
伊
耶
那
岐
命
と
伊
耶
那
美
命
の
二
神
の

国
生
み
神
話
に
登
場
す
る
島
で
あ
る
。
二
島
か
ら
始
ま
っ
た
国
生
み
は
、

や
が
て
「
淡
道
之
穂
之
狭
別
島
」
か
ら
「
大
倭
豊
秋
津
島
」
ま
で
の
八
つ

の
島
、す
な
わ
ち
「
大
八
島
国
」
の
生
成
に
ま
で
至
る
。「
大
八
島
国
」
は
、

『
古
事
記
』
に
二
例
見
え
、
右
の
国
生
み
神
話
と
倭
健
命
の
熊
曽
健
征
伐

で
の

吾
は
、
纏
向
之
日
代
宮
に
坐
し
て
大
八
島
国
知
ら
す
大
帯
日
子
淤
斯

呂
和
気
天
皇
の
御
子
、
名
は
倭
男
具
那
王
な
り
。�

（
中
・
景
行
）

に
の
み
見
ら
れ
る
。「
大
八
島
国
知
ら
す
」
と
あ
る
の
は
、
国
生
み
神
話

よ
り
始
ま
っ
た
「
大
八
島
国
全
体
に
「
王
化
」
の
完
成
さ
れ
る（

（2
（

」
こ
と
を

示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

仁
徳
は
、
そ
う
し
て
統
治
さ
れ
た
「
大
八
島
国
」
の
第
一
島
で
あ
る
淡

道
島
（「
淡
道
之
穂
之
狭
別
島
」）
に
足
場
を
置
く
。
こ
こ
に
「
淡
島
」「
淤

能
碁
呂
島
」
と
歌
わ
れ
る
の
は
、
二
島
か
ら
国
生
み
神
話
を
呼
び
込
み
、

こ
の
世
界
の
始
ま
り
を
語
り
出
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
る（

（2
（

。
そ
れ
を
可
能
に

し
て
い
る
の
も
、
統
治
さ
れ
た
「
大
八
島
国
」
の
第
一
島
で
あ
る
「
淡
道

島
」
が
磁
場
と
な
り
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
と
い
う
起
点
を
現
出
さ
せ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
島
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
相

対
化
─
─
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
と
い
う
起
点
に
お
い
て
、

〈
い
ま
〉
と
い
う
面
、
す
な
わ
ち
空
間
よ
り
も
時
間
の
面
が
相
対
化
─
─

さ
れ
、「
大
八
島
国
」
全
体
を
支
配
す
る
ま
で
の
前
代
の
歴
史
と
い
う
時

間
的
な
広
が
り
を
持
つ
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

他
方
、「
檳
榔
の
島
」「
離
つ
島
」
は
、
前
の
二
島
と
は
別
の
広
が
り
を

持
つ
。
い
ず
れ
も
実
在
の
島
で
は
な
い
。「
檳
榔
」
は
、
通
説
の
檳
榔
、

漢
名
に
言
う
蒲
葵
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
諸
注
釈
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、「
檳
榔
」
が
南
方
の
地
に
属
す
る
よ
う
な
、
難
波
か
ら

遠
く
離
れ
た
島
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際『
肥
前
国
風
土
記
』に

値
嘉
郷
。〔
中
略
〕
嶋
に
は
則
ち
、
檳
榔
・
木
蘭
・
枝
子
・
木
蓮
子
・

黒
葛
・
菫
・
篠
・
木
綿
・
荷
・
莧
有
り
。�

（
松
浦
郡
・
値
嘉
郷
）

と
あ
り
、文
献
の
上
で
も
確
か
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
『
肥
前
国
風
土
記
』

に
は
、
新
羅
や
百
済
に
関
わ
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
右
に

引
い
た
松
浦
郡
は
、
神
功
皇
后
が
新
羅
征
伐
の
た
め
に
こ
の
郡
に
出
向
い

た
と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
先
の
「
値
嘉
郷
」
も
後
続
す
る
文

に
は
遣
唐
使
が
出
発
す
る
港
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
檳

榔
の
島
」
も
単
に
南
方
の
地
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
新
羅
や
百
済
な
ど
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の
朝
鮮
と
の
記
憶
を
持
つ
島
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

次
に
「
離
つ
島
」
で
あ
る
。「
離
つ
島
」
に
は
、『
注
釈
』
の
よ
う
な
「「
さ

け
つ
島
」
の
サ
ク
を
、
二
人
の
仲
の
サ
ク
（
放
ま
た
は
離
）」
と
い
う
恋

情
に
解
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
言
別
』
が
『
記
伝
』
の
「
黒
日
売

を
所オ
モ
ネ思

し
た
る
意
な
き
」
に
対
し
て
「
い
と
浅
は
か
な
る
見
ざ
ま
ぞ
か
し
」

と
い
う
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
た
こ
と
に
通
ず
る
。

　

し
か
し
、
当
該
歌
の
所
伝
の
「
淡
道
島
に
坐
し
」
の
「
坐
」
は
、
藤
原

享
和
に
よ
れ
ば
、「
天
皇
の
君
臨
・
統
治
」
の
意
で
あ
り
、「「
坐
」
し
て

う
た
う
こ
と
は
天
皇
の
統
治
上
重
要
な
意
味
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

当
該
歌
は
「
恋
愛
歌
」（『
注
釈
』）
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

藤
原
が
強
調
し
た
よ
う
に
「
淡
道
島
で
国
見
歌
を
歌
う
」
こ
と
に
焦
点
が

あ
っ
た（

（2
（

。
そ
れ
は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、「
淡
道
島
」
が
磁
場
と
な
る

こ
と
で
「
離
つ
島
」
と
の
空
間
が
差
違
化
さ
れ
、
距
離
が
よ
り
前
景
化
さ

れ
た
形
で
表
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
離
つ
島
」
も
通
説
の
「
遠
く
の
島
」

の
意
と
す
る
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。

　

述
べ
た
よ
う
に
、「
檳
榔
の
島
」
と
「
離
つ
島
」
は
、
淡
道
島
か
ら
遠

く
離
れ
た
島
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
記
四
一
の
よ
う
な
「
家
庭
」
や
「
国

の
秀
」
と
は
異
な
り
、
記
五
三
は
淡
道
島
か
ら
遠
く
を
捉
え
る
空
間
的
な

広
が
り
有
し
て
い
る
。
こ
の
空
間
的
広
が
り
の
違
い
は
、
歌
わ
れ
た
時
点

で
の
支
配
範
囲
に
起
因
す
る
。「
檳
榔
の
島
」
や
「
離
つ
島
」
の
遠
く
の

島
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
新
羅
・
百
済
の
朝
貢
に
よ
っ
て
国
内
支
配
を
超
え

て
、
そ
れ
ら
の
国
々
を
も
支
配
範
囲
に
入
っ
た
こ
と
に
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
「
我
が
国
見
れ
ば
」
な
の
で
は
な
い
か
。『
古
事
記
』
の

中
で
「
我
が
国
」
の
例
は
、
当
該
歌
の
他
に
二
例
あ
る
。

爾
く
し
て
、
天
照
大
御
神
聞
き
驚
き
て
詔
り
た
ま
は
く
、「
我
が
な

せ
の
命
の
上
り
来
る
由
は
、
必
ず
善
き
心
に
あ
ら
じ
。
我
が
国
を
奪

は
む
と
欲
ふ
ぞ
」
と
の
り
た
ま
は
ひ
て
［
…
］�

（
上
巻
）

其
の
建
御
名
方
神
、
千
引
石
を
手
末
に
擎
げ
て
来
て
言
は
く
、「
誰

ぞ
我
が
国
に
来
て
、
忍
ぶ
忍
ぶ
如
此
く
物
言
ふ
。
然
あ
ら
ば
力
競
せ

む
と
欲
ふ
。
故
、
我
先
づ
其
の
御
手
を
取
ら
む
と
欲
ふ
」
と
い
ふ
。

�

（
上
巻
）

前
者
は
、
湏
佐
之
男
命
が
根
之
堅
州
国
へ
行
く
前
、
天
照
大
御
神
に
会
い

に
行
く
譚
で
あ
り
、
天
照
大
御
神
が
治
め
る
高
天
原
を
「
我
が
国
」
と
指

し
、
後
者
は
大
国
主
神
と
の
国
譲
り
譚
で
あ
り
、
葦
原
中
国
を
「
我
が
国
」

と
指
す
。
い
ず
れ
も
領
有
し
て
い
る
国
を
「
我
が
国
」
と
称
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
「
わ
が
居
る
国
土
」（『
歌
謡
全
講
』）
と
実
地
に
即
す
の
は
、

事
柄
を
矮
小
化
さ
せ
て
い
る
。

　

記
五
三
に
て
仁
徳
が
領
有
し
て
い
る
国
、
す
な
わ
ち
「
我
が
国
」
と
は
、

無
論
、
国
内
支
配
の
み
な
ら
ず
新
羅
・
百
済
を
も
朝
貢
国
に
治
め
た
、「
小

帝
国（

（2
（

」
の
よ
う
な
国
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
淡
道
島
」
が
磁
場
と
な
る
こ

と
で
、「
見
れ
ば
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
島
々
が
、世
界
の
始
ま
り
か
ら
「
小

帝
国
」
の
達
成
ま
で
の
歴
史
や
支
配
の
時
間
的
・
空
間
的
な
広
が
り
を
表

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、「
淡
島
」
か
ら
「
離
つ
島
」

ま
で
を
見
る
と
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
小
帝
国
」
の
達
成
を
代
理
表
象

し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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五　
「
見
ゆ
」、
あ
る
い
は
〈
他
な
る
も
の
〉
を
志
向
す
る
視
覚

　

こ
こ
ま
で
『
古
事
記
』
の
論
理
に
即
し
て
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」

型
の
国
見
歌
が
、
天
照
大
御
神
に
よ
る
世
界
の
保
証
の
意
を
含
ん
だ
政
治

的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て

き
た
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
国
見
歌
の
議
論
を
踏
え
て
、
さ
ら

に
上
代
文
学
の
鍵
語
と
も
言
え
る
「
見
ゆ
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い

き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、「
見
ゆ
」

を
考
え
る
上
で
、
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
国
見
歌
が
重
要

な
参
照
項
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
の
表
現
の
さ
ら
な
る
性
格
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
国
見
歌
は
『
古
事
記
』
の
文
脈
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
、
歌
の
表
現
の
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
国
見
歌
を
記

四
一
・
五
三
と
記
三
〇
・
紀
七
七
の
二
種
の
系
列
に
分
け
、
舒
明
天
皇
の

国
見
歌
（
1
・
二
）
を
そ
の
両
者
の
到
達
点
と
し
て
捉
え
た
。

　

森
や
川
口
は
共
に
記
四
一
・
五
三
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の

国
見
歌
を
記
三
〇
・
紀
七
七
の
そ
れ
よ
り
も
見
え
た
対
象
の
描
写
性
を
欠

く
点
で
劣
っ
た
歌
と
位
置
づ
け
た
。
川
口
は
記
四
一
・
五
三
を
「
よ
そ
よ

そ
し
く
」「
外
在
的
」
と
評
し
た（

（2
（

が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
評
価
は
妥

当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の

よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
す
ら
あ
る
。「
…
…

見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
は
、
天
照
大
御
神
の
「
御
心
」
に
よ
っ

て
保
証
さ
れ
た
、
世
界
を
肯
定
す
る
極
め
て
強
い
政
治
的
な
表
現
で
あ
る

と
論
じ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
え
ず
」
と
い
う
否
定

形
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
意
味
が
露
わ
に
な
る
。

　

記
四
一
・
五
三
の
「
見
れ
ば
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
景
（
家
庭
や
国
の
秀
、

淡
島
な
ど
の
島
々
）
は
、
内
田
に
よ
れ
ば
「
共
同
体
に
あ
っ
て
所
与
的
な

視
線
に
自
己
を
投
ず
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い

う（
（2
（

。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
景
は
認
識
す
る
主
体
が
自
律
的
に
見
よ
う
と

し
て
見
得
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
視
覚
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
存
在
を

外
か
ら
客
観
的
に
把
握
す
る
の
で
も
な
い
。
見
る
と
い
う
行
為
の
只
中
に

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
見
ゆ
」
と
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
、
視
覚
が
五
感
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
超
え
る
。「
天
つ

水
影
如
す
押
し
伏
せ
て
我
が
見
る
国
」（
仲
哀
紀
八
年
九
月
条
）
の
よ
う
に
、

神
の
見
て
い
る
対
象
に
自
ら
の
視
線
を
重
ね
合
わ
せ
「
神
と
視
線
の
共

有（
（2
（

」
を
す
る
こ
と
、
筆
者
の
言
葉
で
言
い
換
え
れ
ば
、
神
と
共
に

0

0

感
覚
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
じ
る
〈
つ
な
が
り
〉
に
よ
っ
て
、
見
る
こ
と

を
達
成
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
は
、
神
、
よ
り
広
く
言
え
ば
〈
他
な
る

も
の
〉
と
共
に

0

0

見
る
の
で
あ
る
。「
見
ゆ
」
と
は
、「
見
れ
ば
」
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
〈
他
な
る
も
の
〉
あ
る
い
は
世
界
と
の
対
話
に
よ
っ
て
見
る
こ

と
が
可
能
と
な
る（

（2
（

。
ひ
と
た
び
そ
の
対
話
が
不
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

通
と
な
っ
て
し
ま

え
ば
、
仲
哀
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
死
と
な
っ
て
自
ら
に
降
り
か
か
っ
て
く

る
。
そ
れ
を
「
よ
そ
よ
そ
し
」
く
「
外
在
的
」
と
果
た
し
て
言
っ
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型
の
国
見
歌
は
、
時
と

し
て
自
ら
も
影
響
を
被
る
、
世
界
と
の
緊
密
な
関
わ
り
合
い
の
な
か
で
、
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発
せ
ら
れ
る
表
現
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
国
家
を
統
治

す
る
者
の
権
利（

（2
（

」
と
し
て
の
表
現
に
も
国
見
歌
が
機
能
し
て
い
た
と
言
え

る
。

六　

結
語

　

以
上
に
よ
れ
ば
、『
古
事
記
』
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
の
型
を

持
つ
記
四
一
・
五
三
の
国
見
歌
は
、
天
照
大
御
神
の
「
御
心
」
に
よ
っ
て

保
証
さ
れ
た
、
世
界
を
肯
定
す
る
強
い
政
治
性
を
持
つ
表
現
で
あ
る
。

　

こ
の
型
の
国
見
歌
が
応
神
・
仁
徳
代
に
の
み
見
ら
れ
る
の
は
、
実
際
の

歴
史
的
事
実
に
即
し
た
儀
礼
的
側
面
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、『
古
事
記
』

の
論
理
に
従
え
ば
、
仲
哀
で
切
断
さ
れ
た
神
意
を
、
応
神
が
継
承
し
、
さ

ら
に
、
仁
徳
が
再
度
継
承
す
る
こ
と
で
、「
小
帝
国
」
の
達
成
を
国
見
歌

に
よ
っ
て
示
す
た
め
に
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
歌
は

政
治
的
な
身
振
り
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
今
回
で
あ
れ
ば
、

歌
に
よ
っ
て
「
小
帝
国
」
や
「
天
下
」
の
歴
史
を
描
い
て
い
く
、〈
政
治

の
詩
学
〉
と
で
も
称
し
得
る
国
見
歌
の
あ
り
様
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
も
そ
の
身
振
り
に
お
け
る
詩
法

の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
国
見
歌
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」

型
が
、
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
（
1
・
二
）
と
ど
の
よ
う
に
交
叉
す
る
の
か

が
次
な
る
課
題
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
型
は
、
天
照
大
御

神
に
関
わ
る
強
い
政
治
性
を
持
つ
表
現
で
あ
っ
た
が
、
た
と
え
ば
そ
れ
は

二
番
歌
の
天
上
世
界
（
高
天
の
原
）
を
想
起
さ
せ
る
「
天
の
香
具
山
」
と

も
響
き
合
う
。
今
後
は
、
こ
の
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
表
現

が
、
二
番
歌
に
い
か
な
る
仕
方
で
脈
打
っ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
な
る
詳
論

を
試
み
た
い
。

注（
1
）	

記
紀
歌
謡
の
韻
律
の
不
定
型
さ
を
「
古
さ
」
の
指
標
と
し
て
位
置
づ
け
た

こ
と
も
こ
れ
を
後
押
し
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参

照
の
こ
と
。
藤
村
作
「
記
紀
歌
謡
」（『
日
本
文
学
史
概
説
』
中
興
社
、

一
九
三
二
年
）、
藤
田
徳
太
郎
「
記
紀
歌
謡
の
韻
律
」（『
古
代
歌
謡
の
研
究
』

金
星
堂
、
一
九
三
四
年
）
等
。

（
2
）	

折
口
信
夫
「
萬
葉
集
講
義
（
三
）」（『
折
口
信
夫
全
集
』
第
七
巻
、

一
九
九
五
年
）。

	

　
「
萬
葉
集
講
義
（
三
）」
は
、『
短
歌
研
究
』（
改
造
社
、一
九
三
四
年
七
月
号
）

連
載
の
「
萬
葉
集
の
総
合
研
究
」
を
初
出
と
し
、後
に
『
萬
葉
集
の
総
合
研
究
』

（
改
造
社
、
一
九
三
五
年
）
と
し
て
出
版
。
た
だ
し
、
国
見
が
政
治
的
な
も
の

で
は
な
く
、「
庶
民
に
も
言
ふ
語
」
と
民
間
の
行
事
と
す
る
見
方
は
、「
萬
葉

集
講
義
（
一
）」（
折
口
前
掲
全
集
、
初
出
『
近
代
詩
歌
講
座
』
第
一
輯
、
東

京
国
詩
学
会
、
一
九
一
九
年
）
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

	
　

折
口
の
見
方
は
、
三
谷
栄
一
（「
日
本
文
学
発
生
試
論

─
祖
霊
信
仰
と
国

見
歌
・
歌
垣
を
め
ぐ
っ
て

─
」『
実
践
女
子
大
学
紀
要
』
三
号
、
一
九
五
五

年
）、
武
田
祐
吉
（
武
田
『
新
解
』、『
総
釋
』、『
全
注
釈
』
等
）
ら
に
よ
っ
て

引
き
継
が
れ
、
一
層
強
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
相
磯
貞
三
は
『
全
註
解
』
以

前
の
相
磯
『
新
解
』
か
ら
こ
の
見
方
に
従
う
。
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（
3
）	

松
本
雅
明
「
紀
記
歌
謡
に
お
け
る
中
国
詩
の
影
響
」（『
東
方
学
論
集
』
第

一
、一
九
五
四
年
）、
吉
田
義
孝
「
思
国
歌
の
展
開
」（『
文
学
』
第
一
六
巻
第

七
号
、
一
九
四
八
年
）
等
。

	

　

現
在
で
は
、
野
田
浩
子
や
鉄
野
昌
弘
が
国
見
の
主
体
が
天
皇
で
あ
る
こ
と

か
ら
国
見
の
起
源
が
民
俗
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
懐
疑
的
な
見
方
を
提
出
し

て
い
る
。
野
田
・
鉄
野
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

野
田
浩
子
「
国
見
と
道
行
」（『
万
葉
集
の
叙
景
と
自
然
』
新
典
社
、

一
九
九
五
年
）、
鉄
野
昌
弘
「
舒
明
天
皇
の
望
国
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌

人
と
作
品
』
第
一
巻
、
和
泉
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

（
4
）	

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
5
）	

森
朝
男「
天
つ
神
志
向
と
国
つ
神
志
向

─
国
見
歌
の
二
系
列

─
」（『
国

文
学
研
究
』
四
五
号
、
一
九
七
一
年
）。

（
6
）	

川
口
勝
康
「
舒
明
御
製
と
国
見
歌
の
源
流
」（『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
一
集
、

有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
）。

（
7
）	

立
花
直
徳
「
詩
の
発
生
期
に
お
け
る
視
覚
の
展
開

─
「
見
ゆ
」
を
め
ぐ

る
集
団
か
ら
個
へ
の
様
相

─
」（『
王
朝
文
学
史
稿
』
第
九
号
、一
九
八
一
年
）、

内
田
賢
徳
「「
見
る
・
見
ゆ
」
と
「
思
う
・
思
ほ
ゆ
」

─
『
萬
葉
集
』
に
お

け
る
そ
の
連
関

─
」（『
萬
葉
』
一
一
五
号
、
一
九
八
三
年
）
等
。

（
8
）	

壬
生
幸
子
「
古
事
記
に
お
け
る
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
伝
承
」（『
青
木
生

子
博
士
頌
寿
記
念
論
集　

上
代
文
学
の
諸
相
』
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
）。

（
9
）	

谷
口
雅
博
「
神
功
皇
后
新
羅
征
討
伝
承
の
神
話
性
」（『
古
事
記
研
究
大
系

8　

古
事
記
の
文
芸
性
』
高
科
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

（
10
）	

谷
口
注
（
9
）
論
文
。

（
11
）	

谷
口
注
（
9
）
論
文
。

（
12
）	

大
脇
由
紀
子
「
太
子
品
陀
和
気
命
の
禊
」（『
古
事
記
年
報
』
四
〇
号
、

一
九
九
八
年
）

（
13
）	

藤
澤
友
祥
「
気
比
の
神

─
『
古
事
記
』
上
巻
神
話
と
の
対
応

─
」（『
古

事
記
構
造
論

─
大
和
王
権
の
〈
歴
史
〉

─
』
新
典
社
、
二
〇
一
六
年
）。

	

　

な
お
烏
谷
知
子
（「
息
長
帯
比
売
命
と
品
陀
和
気
命
の
伝
承

─
「
喪
船
」

と
「
易
名
」
を
中
心
に

─
」『
学
苑
』
八
七
九
巻
、
二
〇
一
四
年
）
は
「
太

子
」
の
資
格
完
成
に
は
天
照
大
御
神
の
神
意
が
反
映
し
て
い
る
と
見
る
。

（
14
）	

立
花
・
内
田
注
（
7
）
論
文
。

（
15
）	

水
野
祐
「
諡
号
考
」（『
増
訂
日
本
古
代
王
朝
史
論
序
説
』
小
宮
山
書
店
、

一
九
六
八
年
）。

（
16
）	

矢
嶋
泉
「
イ
リ
ヒ
コ
の
歴
史
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
歴
史
」（『
青
山
語
文
』

二
七
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
17
）	

こ
の
「
切
断
」
と
「
接
続
」
の
問
題
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
〈
視
覚

と
政
治
〉
を
め
ぐ
る
問
い
で
も
あ
っ
て
、
神
と
遭
遇
し
た
人
物
が
天
皇
と
し

て
の
資
格
を
有
す
る
か
は
、
概
し
て
視
覚
が
重
要
な
要
素
と
し
て
布
置
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
不
見
」
に
よ
る
「
切
断
」
と
し
て
、
既
に
倭
健
命
や

仲
哀
を
例
示
し
た
が
、
一
方
で
、
見
え
る
こ
と
の
「
接
続
」
は
、
応
神
・
仁

徳
の
他
に
、
雄
略
天
皇
と
葛
城
の
一
言
主
大
神
の
譚
が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
め

自
ら
の
一
行
と
似
た
分
身
を
神
と
認
識
で
き
ず
、
倭
健
命
と
伊
吹
山
の
神
の

よ
う
に
、
天
皇
資
格
の
な
い
者
と
し
て
物
語
か
ら
排
除
さ
れ
る
徴
候
を
持
つ
。

し
か
し
、
雄
略
は
倭
健
命
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
せ
ず
、
大
神
を
「
惶か
し
こ畏

」
み
、

そ
こ
か
ら
回
避
す
る
と
こ
ろ
に
雄
略
の
天
皇
（
倭
国
の
王
）
と
し
て
の
資
格
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性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
一
連
の
神
と
視
覚
を
め
ぐ
る
問
い
か
ら
読

み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
18
）	
立
花
注
（
7
）
論
文
。

（
19
）	

神
野
志
隆
光
「
天
下
の
歴
史
」（『
古
事
記
の
世
界
観
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
）。

（
20
）	

神
野
志
注
（
19
）
書
。

（
21
）	

青
木
周
平
「
淡
島
と
淤
能
碁
呂
島
」（『
古
事
記
研
究
』
お
う
ふ
う
、

一
九
九
四
年
）、『
新
編
全
集
』
記
五
三
の
「
淡
島
」「
淤
能
碁
呂
島
」
に
対
す

る
頭
注
を
参
照
。

（
22
）	

藤
原
享
和
「
仁
徳
記
「
お
し
て
る
や
」
歌
謡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
歌
謡

研
究
』
四
二
巻
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
23
）	

石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
国
際
意
識
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
国

家
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）。

（
24
）	

川
口
注
（
6
）
論
文
。
な
お
川
口
が
用
い
た
「
よ
そ
よ
そ
し
く
」
と
い
う

評
価
は
、
高
木
市
之
助
「
萬
葉
文
学
（
其
の
二
）」（『
日
本
文
学
の
環
境
』
河

出
書
房
、
一
九
五
二
年
）
の
（
記
五
三
に
対
し
て
）「
島
々
が
あ
ま
り
に
も
表

情
が
乏
し
く
、
換
言
す
れ
ば
、
歌
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
よ
そ
よ
そ
し
い
関

係
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
基
づ
い
て
い
る
。
他
に
も
「
単
純
素
朴
な
る
平

坦
易
々
」（
五
味
保
義
「
萬
葉
詩
句
考

─
「
見
ゆ
」
の
問
題
」（『
国
語
国
文
』

九
巻
一
二
号
、
一
九
三
九
年
）
等
、
概
し
て
「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
型

の
国
見
歌
の
評
価
は
低
い
。

	

　

一
方
で
、
鉄
野
昌
弘
は
「「
国
見
歌
」
覚
書
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』

第
六
二
巻
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
七
年
）
に
て
、
川
口
の
評
価
に
懐
疑
の

目
を
向
け
、「
対
象
に
向
う
讃
美
の
表
現
性
が
認
め
ら
れ
」
る
と
説
く
。

（
25
）	

内
田
注
（
7
）
論
文
。

（
25
）	

立
花
注
（
7
）
論
文
。

（
27
）	「
見
ゆ
」
と
中
動
態
、
ま
た
は
「
触
視
」
に
つ
い
て
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

	

　

た
だ
し
、
次
の
点
は
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
多
く
の
諸
家

─
た
と
え

ば
永
藤
靖
「
記
紀
・
万
葉
に
お
け
る
「
見
る
」
こ
と
に
つ
い
て
」（『
文
学
』

四
一
巻
六
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
中
西
進
「
古
代
的
知
覚
」（『
萬

葉
集
原
論
』
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
等

─
が
「
見
ゆ
」
を
受
動
態
と
解

す
る
が
、
こ
の
「
見
ゆ
」
は
中
動
態
で
あ
っ
て
受
動
態
で
は
な
い
。
そ
の
意

味
で
、「
見
ゆ
」
を
「
主
客
合
一
」
と
捉
え
る
の
も
首
肯
し
難
い
。
と
い
う
の

も
、
中
動
態
と
い
う
視
点
に
お
い
て
は
、
力
点
は
あ
く
ま
で
主
体
に
あ
る
か

ら
だ
。
そ
れ
は
、
佐
竹
昭
広
（「「
見
ゆ
」
の
世
界
」『
萬
葉
集
抜
書
』
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
年
）
が
言
う
よ
う
な
自
己
中
心
的
な
、
謂
わ
ば
自
律
し
た
「
わ

れ
」
で
は
な
く
、「
他
な
る
も
の
」
と
の
関
係
の
中
に
あ
る
「
わ
れ
」
の
よ
う

な
主
体
と
言
え
る
。

	

　

ま
た
近
年
細
江
逸
記
の
議
論
を
再
評
価
し
て
、「
見
ゆ
」
一
語
（
あ
る
い
は
、

「
ゆ
」）
が
中
動
態
と
見
る
向
き
が
あ
る
が
、
吉
井
巌
（「
見
る
歌
の
発
想
形
式

に
つ
い
て

─
「
見
ゆ
」
を
中
心
に

─
」『
萬
葉
』
四
五
号
、一
九
六
二
年
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
…
…
見
れ
ば
…
…
見
ゆ
」
と
い
う
見
る
歌
の
発
想
の

基
本
形
式
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
一
方
で
押
さ
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
28
）	
内
田
賢
徳
「
萬
葉
の
知
、
そ
の
成
立
」（『
萬
葉
の
知
』
塙
書
房
、

一
九
九
二
年
）。
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※『
古
事
記
』
の
引
用
は
、
沖
森
卓
也
［
ほ
か
］『
新
校
古
事
記
』（
お
う
ふ
う
）

に
拠
る
。『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
［
ほ
か
］『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集　

日
本
書
紀
』（
小
学
館
）
に
拠
る
。『
萬
葉
集
』
の
引
用
は
、
木

下
正
俊
校
訂
『
萬
葉
集　

CD
-RO

M

版
』（
塙
書
房
）
に
拠
る
。『
風
土
記
』

の
引
用
は
、秋
元
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

風
土
記
』（
岩
波
書
店
）

に
拠
る
。
い
ず
れ
も
私
に
本
文
や
訓
読
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

※
本
稿
で
引
用
し
た
漢
詩
文
の
引
用
は
以
下
の
諸
本
に
拠
る
。

　
『
毛
詩
』
＝
『
毛
詩
正
義
』（
北
京
大
学
出
版
社
）、『
楚
辞
』
＝
『
楚
辞
補
注
』（
中

華
書
局
）

※
本
稿
で
言
及
し
た
『
古
事
記
』
の
注
釈
書
及
び
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
（
な

お
『
萬
葉
集
』
の
注
釈
書
も
含
む
）。

	

『
管
見
』
＝
下
河
辺
長
流
『
萬
葉
集
管
見
』（
古
今
書
院
）、『
代
匠
記
（
精
）』

＝
契
冲
『
萬
葉
集
代
匠
記
』
精
撰
本
（『
契
冲
全
集
』（
岩
波
書
店
））、『
記
伝
』

＝
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』（『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房
））、『
攷
證
』

＝
岸
本
由
豆
流
『
萬
葉
集
攷
證
』（
古
今
書
院
）、『
古
義
』
＝
鹿
持
雅
澄
『
萬

葉
集
古
義
』（
臨
海
書
店
）、『
言
別
』
＝
橘
守
部
『
稜
威
言
別
』（
富
山
房
）、『
新

講
』
＝
次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』（
明
治
書
院
）、
武
田
『
新
解
』
＝
武
田
祐

吉
『
萬
葉
集
新
解
』（
山
海
堂
出
版
）、『
総
釋
』
＝
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
総
釋
』

（
楽
浪
書
院
）、相
磯
『
新
解
』
＝
相
磯
貞
三
『
記
紀
歌
謡
新
解
』（
厚
生
閣
）、『
全

注
釈
』
＝
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
注
釈
』
増
訂
版
（
角
川
書
店
）、『
歌
謡
全
講
』

＝
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』（
明
治
書
院
）、『
全
註
解
』
＝
相
磯
貞
三

『
記
紀
歌
謡
全
註
解
』（
有
精
堂
）、
土
橋
『
全
注
釈
』
＝
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡

全
注
釈
』（
古
事
記
編
）（
角
川
書
店
）、『
注
釈
』
＝
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』

（
平
凡
社
）、『
集
成
』
＝
西
宮
一
民
『
古
事
記
』（『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』、

新
潮
社
）、『
新
編
全
集
』
＝
山
口
佳
紀
［
ほ
か
］
校
注
『
古
事
記
』（『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』、
小
学
館
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
春
季
大
会
（
於W

ebex

、

二
〇
二
一
年
六
月
五
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。
稿

を
成
す
に
あ
た
り
御
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
に
し
ざ
わ
・
し
ゅ
ん
す
け
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


